
- 1 - 

2026（令和８）年度「議会による行政評価」実施要領（案） 
 

１ 進め方 

・「（仮）基本目標評価シート」「（仮）年度戦略評価シート」等により年度戦略から基本目標

を見る視点で年度戦略を評価する。基本目標（テーマ・戦略（考え方））は、年度戦略の評価

を基に総合評価する。 

・事務事業については、個別評価は行わないものの、行政評価の手法を用いた政策サイクルの視

点から予算及び決算の審査につなげる。 

・年度戦略の評価は、２年間で全ての戦略を評価することを前提とするが、各分科会の判断によ

り、重複評価する年度戦略や、評価しない年度戦略が生じてもやむを得ない。 

・評価から提言すべき事項があれば市に対して提言する。 

 

２ 具体的な取り組み 

(1) 事前準備  「所管事務調査等における課題認識の共有」 ステップ１までに実施 

座長は、分科会を開催し、所管事務調査等の課題認識とともに、委員に対して次の点を確認

及び共有する。 

①担当する基本目標及び評価する年度戦略を「全て」或いは「選択」とするか確認する。 

②連合審査会において説明を受ける基本目標１から３の内、担当する年度戦略を確認する。 

 

(2) ステップ１「執行機関からの説明」 ７月21日(火)、22日(水) 

①基本目標毎に所管する分科会において、マネジメントリーダーから「（仮）基本目標評価シ

ート」「（仮）年度戦略評価シート」等を用い説明を受ける。 

②基本目標１から３については、全分科会の連合により説明を受ける。 

 

(3) ステップ２「個々の委員による評価」 提出日：７月28日(火) 

委員は、別紙「2026(令和８)年度『議会による行政評価』の評価の視点について（別途作成）」

を参考に評価シートを作成し、事務局に提出する。 

 

(4) ステップ３「分科会による意見集約」 ８月４日(火)、５日(水) 

①事務局が整理した評価シートに基づいて分科会としての意見を集約する。 

なお、意見集約にあたっては、論点の抽出、整理に努めると共に、委員間の自由な討議を積

極的に用いる。 

②複数の分科会に関連する基本目標１から３の評価については、分科会として意見集約し、政

策会議の場で調整する。 

 

(5) ステップ４ 「意見集約の中間報告及び全員による共有」 

９月１日（火）全協（自律的事項）又は９月11日(金)予決前期全体会 

①予算決算委員会全体会で各座長から「分科会による意見集約」（ステップ３）の報告を受け、

全委員で共有する。 

②全員で共有するにあたり、必要に応じて事前に政策会議を開催する。 

 

(6) ステップ５ 「分科会における評価提言内容の取りまとめと執行機関との意見交換」 

 ９月14日(月)～17日(木) 

①各分科会において評価・提言案を取りまとめる。 

②取りまとめた評価・提言案を各マネジメントリーダーに提示し、必要に応じて担当部課長と

の意見交換（勉強会形式を想定）を行った後に、分科会としての提言案を取りまとめる。 

 

(7) ステップ６ 「提言内容の調整と全体会での確認」 

①政策会議において、複数の分科会に関連する基本目標１から３の提言内容の調整及び各分科

会の評価・提言（案）を集約し、共有する。 ９月25日(金) 

②予算決算後期全体会において、評価・提言（案）を共有、確認する。 ９月28日(月) 
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(8) ステップ７ 「市長への提言及び取組の振り返り」 ９月29日(火) 

①議長は、副議長及び各分科会座長同席のもと提言書を市長に手交する。また、正副座長は、

所管する部長に提言内容を説明する。 

②提言後、各分科会においてステップ７までの取組について振り返る。 

 

(9) ステップ８ 「次年度に向けた課題の検討」 ９月30日(水)委員長会前 

①政策会議を開催し、各分科会での振り返りから課題等を抽出し、次年度への改善点等として

まとめる。また、必要に応じて予算決算委員会全体会で共有する。 

 

(10)ステップ９ 「当初予算案の審査」 令和９年第１回定例会 

提言に対する回答を確認の上、令和９年第１回定例会において、当初予算案を審査する。 

 

(11)ステップ10 「行政評価全体の振り返り」 令和９年第１回定例会 

①定例会委員会等日程終了後に各分科会（自律的）を開催し、ステップ９までを振り返る。 

 総務３月10日（水）、社文11日（木）、産建12日（金） 

②政策会議で、各分科会での振り返りから課題等を抽出し、次年度への改善点等としてまとめ

る。 3月17日（水） 

③令和９年第２回定例会の予算決算委員会全体会で共有する。 

 

３ その他 

(1) 提供資料 

①（仮）基本目標評価シート 

（仮）年度戦略評価シート」 等 

 

(2) 提供予定  企画課から議会事務局へ ７月８日(水)期限 

→ ７月10日(金)議会事務局から各議員へ配布 

 

(3) ステップ別の日程 

評価のステップ 担当等 期日等 

事前準備 

所管事務調査等における課題認識

の共有 

各分科会 ステップ１までに実施 

ステップ１ 

「執行機関からの説明」 

各分科会 

連合会議 
７月21日(火)、22日(水) 

ステップ２ 

「個々の議員による評価」 
 提出日：７月28日(火) 

ステップ３  

「分科会による意見集約」 
各分科会 ８月４日(火)、５日(水) 

ステップ４ 

「分科会での検討経過確認」 

政策会議 

予算決算委員会 

全体会 

全協９月１日（火）又は予決９月11日（金） 

ステップ５ 「評価提言内容の取り

まとめと執行機関との意見交換」 
各分科会 

９月14日（月）～17日（木） 

各委員会の審査日（予備日活用） 

ステップ６ 「提言内容の調整と全

体会での確認及び振り返り」 

政策会議 ９月25日（金） 

予算決算委員会 

全体会 
９月28日（月） 

ステップ７ 

「提言」 

正副議長 

各分科会座長 
９月29日(火) 

ステップ８ 

「次年度に向けた課題の検討」 

各分科会 

政策会議 

全体会 

９月30日(水)委員長会前 
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ステップ９ 

「当初予算案の審査」 
各分科会 令和９年第１回定例会 

ステップ10 

「行政評価全体の振り返り」 

各分科会 

政策会議 
令和９年第１回定例会 

全体会 令和９年第２回定例会 

 

 

４ 基本目標の担当 （数字は令和７年度の基本目標を構成する事務事業の数↓） 

基本目標１ 

市民が将来にわたり地域に誇りと愛着を持てるまちをつくる 

◎市民協働環境部長 

（教育次長、企画部長、産業経済部長） 

《連合審査》 

総 務 分 科 会：10 

社会文教分科会：15 

産業建設分科会：３ 

基本目標２ 

人がつながり助け合い、社会基盤を強化して安全・安心なまちをつくる 

◎危機管理部長 

（市民協働環境部長、建設部長、福祉部長） 

《連合審査》 

総 務 分 科 会：８ 

社会文教分科会：１ 

産業建設分科会：８ 

基本目標３ 

飯田
こ こ

で育ってよかった・育ててよかったと実感できるまちをつくる 

◎こども未来健康部長 

（教育次長、建設部長、産業経済部長） 

《連合審査》 

総 務 分 科 会：１ 

社会文教分科会：42 

産業建設分科会：５ 

基本目標４ 

自然と共に歩む豊かな循環型社会をつくる 

◎ゼロカーボンシティ担当参事 

（市民協働環境部長、企画部長、産業経済部長） 

総 務 分 科 会：９ 

基本目標５ 

誰もが多様な働き方で活躍でき、次世代につながる魅力ある産業を 

つくる 

◎産業経済部長 

（市民協働環境部長、ゼロカーボンシティ担当参事） 

産業建設分科会：28 

基本目標６ 

誰もが生涯を通じてその人らしく暮らすまちをつくる 

◎福祉部長 

（こども未来健康部長、市民協働環境部長、危機管理部長） 

社会文教分科会：27 

基本目標７ 

リニア・三遠南信道時代に向けたまちの基盤をつくる 

◎リニア推進部長 

（リニア推進部長、建設部長） 

産業建設分科会：10 

（リニア推進特別委員会） 

◎…マネジメントリーダー（ML） 

 

  



- 4 - 

【別記】 計画期間２、３年目の評価 

（いいだ未来デザイン 2028の構造） 

 

  




